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技術のポイント 農薬や肥料を用いず、植物病原菌を抑制する微生物によって植物病を抑制する 

現在の研究開発段階 A 基礎研究段階  ・  B 試作段階  ・  C 実用化段階 

※技術の紹介 

植物病原菌を抑制する微生物を環境中から単離した。これらの微生物は、食品性廃棄物

等のバイオマスを用いて培養できるため、安価な土壌改良剤としての利用が考えられる。

また、植物病を抑制する他、植物の生長促進作用を示すものも含まれていることから発

病抑制土壌として機能する他、植物の生育促進作用も期待できる。従来の微生物農薬資

材は、比較的高栄養状態で増殖するものに限られていたが、今回単離された微生物の中

には、低栄養状態においても増殖可能なものが含まれているため、土壌中の安定性も期

待される。従って、様々な微生物の特性を活かすことにより農薬や肥料の使用の低減化

が可能な農業を行うことが期待される。 

研究の背景 

従来植物病原菌による病気は農薬などの化学的方法で対処されており、農薬・肥料の低

減が農家・消費者から求められてきた。 

従来技術より優れて

いる点 

・安価なバイオマスの利用が可能（コストダウン） 

・低栄養状態でも増殖可能（環境適応性） 

・農薬と肥料の使用量の低減化 

※技術の 

用途イメージ 

・畑作土壌での発病抑制土壌への土壌改良剤 

・野菜、果樹等の生長途中の病害保護剤としての散布剤 

・園芸用の病害防除剤としての利用 

中小企業への期待 

有機肥料の製作会社や有機農業用の資材を開発されている会社、あるいは今後の取り組

みとして持続可能な社会における環境保全型農業に興味を持たれている会社等との共同

研究。 
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